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新潟県津南町

人権について勉強したよ人権について勉強したよ
12月４日～12月10日は人権週間です12月４日～12月10日は人権週間です



広報 2令和４年11月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

ニイガタ除雪の達人選手権

10 月 22 日に、「ニイガタ除雪の達人選手権」がミオン中里で行われました。
このイベントは、道路除雪オペレータの高齢化に伴い、

安定した冬期道路交通確保の体制維持や技術の伝承が課題となっているため、
担い手の確保、技術の向上を目的として令和２年度から開催されています。

除雪の腕前に自信のある５チーム 20 名が参加し、
津南町からは「津南町除雪隊」が参加しました。
この大会で「津南町除雪隊」は総合優勝しました。

冬期の交通は、確かな技術で通行確保できるよう頑張っています。
興味のある若者はご協力をお願いします。

○団体の部
優勝：津南町除雪隊（津南町）
2 位：中里 JV・チーム SOS（十日町市）
3 位：新潟県建設業協会十日町支部（新潟県）

○個人の部
優勝：高村　　孝（北陸地整）
2 位：大口　善広（津南町）
3 位：中沢　謙太（新潟県）

【競技結果】
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04 マイナンバーカード
各会場にて出張申請受付します！
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マイナンバーカード出張申請受付

広報 4令和４年11月号

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

  
各
会
場
に
て
出
張
申
請
受
付
し
ま
す
！

申
請
す
る
な
ら
今
！

　

申
請
時
に
各
会
場
で
顔
写
真
を
撮
影
し

（
無
料
）、
本
人
確
認
と
暗
証
番
号
の
設
定
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
後
日
、
本
人
限
定
受
け

取
り
郵
便
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
自

宅
に
郵
送
す
る
方
法
で
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
対
象

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
期
限

も
「
令
和
４
年
９
月
末
」
か
ら
「
令
和
４
年

12
月
末
」
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
か
た

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
申
請
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

・
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
苦
手

な
か
た
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

・
写
真
撮
影
も
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

・
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
津
南
店
の
ス
タ
ッ

フ
よ
り
協
力
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の

ス
マ
ホ
で
申
請
し
て
も
ら
い
ま
す

が
、
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
か
た

も
申
請
で
き
ま
す
。

　

左
記
の
実
施
日
時
で
行
い
ま
す
。
必
要
な

も
の
（
下
記
参
照
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
お

い
で
く
だ
さ
い
。

・
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
持
っ
て
い

な
い
か
た
は
、
無
く
て
も
申
請
で
き
ま
す
。
）

・
通
知
カ
ー
ド
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
申
請
書

が
届
い
た
か
た
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
）

・
本
人
確
認
書
類
（
下
記
の
「
Ａ
を
１
点
」
、

ま
た
は
「
Ｂ
を
２
点
」
。
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
所
有
し
て
い
る
か

た
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
持
ち
の
か
た

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

・
申
請
は
必
ず
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

代
理
人
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
人
、
成
年
被
後
見
人
の
場
合

必
ず
法
定
代
理
人
が
同
行
し
て
く
だ
さ

い
。
当
日
の
持
ち
物
に
加
え
て
以
下
の
書

類
が
必
要
で
す
。

①
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
右
記
表

の
「
Ａ
を
１
点
」
、
ま
た
は
「
Ｂ
を
２
点
」
。
）

②
代
理
権
が
確
認
で
き
る
も
の
【
戸
籍
謄
本

（
全
部
事
項
証
明
書
）
】

・
会
場
で
は
感
染
症
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

●
出
張
申
請
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
が
苦
手
な
か
た
も
安
心
！

●
手
続
き
の
方
法

●
当
日
の
持
ち
物

●
注
意
点

本人限定受取郵便
または役場窓口で
受け取り！

町から
郵便で発送申 請各会場で

受付

●申請の流れ 1 か月〜 1か月半程度

本人
確認

通知
カード

顔写真

Point

本人確認書類（下記の「Ａを１点」、または「Ｂを２点」。）

Ａ Ｂ

・運転免許証
・住民基本台帳カード
　（顔写真付きのもの）
・運転経歴証明書
（交付年月日が平成24年
　４月１日以降のもの）
・パスポート
・在留カード
・身体障害者手帳  など

・健康保険証
・介護保険証
・母子手帳
・年金手帳（年金証書）
・医療受給者証
・社員証
・学生証  など

実施日 会　場 時　間

令和４年
11月23日（水・祝）

結東克雪
管理センター

9：00〜12：00

旧中津保育園 13：30〜16：30

令和４年
11月26日㈯

旧外丸小学校 9：00〜12：00

上郷クローブ座 13：30〜16：30

令和４年
11月27日㈰

竜ヶ窪温泉
竜神の館

13：30〜16：30

ポイント
ドコモショップ津南店のス
タッフより協力いただき、ご
自身のスマホで申請しても
らいます ※ただし、スマホはなくて

　も大丈夫です
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イメージ

移住希望者

相談

移住の
トータルサポート

移住コーディネーター
（観光地域づくり課内）

連携

移住サポーター

地域団体

地域住民

企業事業者

●
オ
ー
プ
ン
し
て

　
　
　
　

１
か
月
が
た
ち
ま
し
た

　

10
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
だ
ん
だ
ん
」

で
す
が
、
最
初
の
１
か
月
の
延
べ
利
用
者
数

は
約
１
，
２
０
０
人
で
し
た
。
こ
れ
を
31
日

間
で
割
り
返
す
と
一
日
当
た
り
の
平
均
人
数

は
39
人
で
す
。
ま
た
利
用
者
の
内
訳
は
学
生

が
５
割
、
大
人
が
４
割
、
小
学
生
以
下
が
１

割
で
し
た
。

だんだん ニュース

の

と
り
く
み

　

町
で
は
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と

「
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
協
力
体
制
か
ら
定

住
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

■
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

令
和
３
年
度
か
ら
募
集
を
開
始
し
た
移
住

促
進
に
協
力
す
る
登
録
制
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
下
記
の
図
の
よ
う
に
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て
、
移
住
希
望
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
・

得
意
分
野
の
知
見
を
活
か
し
た
活
動
を
行

い
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
け
で
は
網
羅
で

き
な
い
集
落
の
独
自
ル
ー
ル
や
行
事
な
ど
の

情
報
提
供
、
移
住
前
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
ご
協

力
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
希
望
者
と
地
域
の
関
係
を
移

住
前
に
構
築
し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と

で
定
住
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

■
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
外
問
わ
ず
、
津
南
町
の
移
住
に
関
す

る
こ
と
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
個
人
・
団
体
・

企
業
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

移
住
希
望
者
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、
集
落

を
盛
り
上
げ
た
い
か
た
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
下
記
Q
R

コ
ー
ド
も
し
く
は
、
津

南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

だ
ん
だ
ん 

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

利
用
者
数
な
ど
を
公
表
し
ま
す

●
バ
ス
待
ち
に
も
便
利
で
す

　

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
十

日
町
方
面
や
越
後
湯
沢
行
き
の
バ
ス
停
の

近
く
に
あ
り
ま
す
。「
だ
ん
だ
ん
」
利
用
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
町
外
の

利
用
も
み
ら
れ
、
関
東
地
方
や
秋
田
、
京

都
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
旅
行
や
仕
事
で

来
ら
れ
た
か
た
が
バ
ス
待
ち
や
仕
事
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
冬
期
間
は
、
寒
さ
が
厳
し
く

な
り
ま
す
。
バ
ス
待
ち
や
待
ち
合
わ
せ
、
打

ち
合
わ
せ
、
自
習
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
多
目

的
に
、
ま
た
置
い
て
あ
る
本
な
ど
も
自
由
に

読
め
ま
す
の
で
、
飲
み
物
な
ど
持
ち
込
み
し

な
が
ら
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
曜
日
ご
と
の
利
用
者
数

　

当
初
は
火
曜
・
水
曜
を
定
休
と
す
る
予

定
で
し
た
が
、
当
面
は
火
曜
・
水
曜
日
も

比
較
的
利
用
者
が
多
い
午
後
開
館
し
、
利

用
状
況
を
見
て
い
き
ま
す
。
左
の
図
は
曜

日
別
の
一
日
の
平
均
利
用
者
数
で
す
。

　

曜
日
に
よ
っ
て
、
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま

す
が
、
平
日
は
夕
方
の
時
間
帯
が
混
む
印

象
で
す
。
土
日
は
時
間
帯
関
係
な
く
自
習

や
待
ち
合
わ
せ
と
い
っ
た
ご
利
用
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貸
ス
ペ
ー
ス
で

打
ち
合
わ
せ
な
ど
も
２
日
に
１
回
く
ら
い

の
頻
度
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
会
議
室
の
ご
予
約
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

７
６
５
‐
５
４
５
４

　

だ
ん
だ
ん
　
０
８
０
‐
３
５
３
４
‐
１
２
９
６

0

15

30

45

60

日 月 火 水 木 金 土

まちなかオープンスペース
曜日ごと（10月利用者）
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ニュー・グリーンピア津南ニュー・グリーンピア津南
公式マスコットキャラ『つなん ぐりぐり』公式マスコットキャラ『つなん ぐりぐり』

ス
キ
ー

ス
キ
ー

　
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

12
月
24
日　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南　

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予
定
！

ス
キ
ー
に
は
こ
ん
な
効
能
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

❶
山
の
上
は
視
界
良
好
！

　

転
地
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
！

転
地
効
果
と
は
？

　

日
常
の
生
活
と
異
な
っ
た
環
境
で
自
然
の

刺
激
を
５
感
に
受
け
る
こ
と
で
、
脳
内
物
質

の
分
泌
や
呼
吸
器
系
統
、
消
化
器
官
な
ど
の

働
き
が
整
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
や
自
律
神
経
の
中
枢
に
作
用
し
、
ス

ト
レ
ス
解
消
や
病
気
療
養
に
も
プ
ラ
ス
と
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
津
南
高

原
は
視
界
良
好
。
白
銀

の
世
界
で
、
高
い
山
々

を
眺
め
な
が
ら
の
ス

キ
ー
は
格
別
で
す
ね
。

❷
楽
し
み
な
が
ら

　

下
半
身
を
鍛
え
ら
れ
ま
す
！

　

冬
の
津
南
は
雪
か
き
が
い
い
運
動
に
な
り

ま
す
ね
。
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
上
半
身

は
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
も
加
齢
に
よ
り
衰
え
や

す
い
足
の
筋
肉
は
意
識
し
な
い
と
鍛
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
点
で
も
ス
キ
ー
は
有
効
な
健
康
法
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら

運
動
で
き
る
。
ぜ
ひ

冬
場
の
運
動
不
足
解

消
に
ス
キ
ー
は
い
か

が
で
す
か
？

❸
体
を
左
右
対
称
に
使
う

　

数
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
！

　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
非
対
称
的
に
使
う
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
左
右
対
称
に
使
う
ス

ポ
ー
ツ
は
ス
キ
ー
や
水
泳
が
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
ま
ん
べ
ん
な
く

体
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

※ニュー・グリーンピア津南のスキー場は町が指定管理者制度により㈱津南高原開発を指定管理者として管理運
営をお願いしています。町では住民の健康づくりとスポーツ推進の場を提供するため、健康増進とスポーツの
発展・振興を進めていきます。



特集 元祖・スキー王国復活だ！
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リフト乗車時は本券を係員に提示してください。

2023

１日券１日券

▶当日限り有効

有効時間／8：30〜17：00

大人 ・ シニア ・
 小人

※ニュー・グリーンピア津南スキー場では新型コロナウイルス感染症の拡大防止に努めるべく、ガイドラインを策
定しております。お客様並びに従業員の健康を第一に考え、お客様に安全なウインタースポーツライフをお楽し
みいただけるよう対策を講じて参ります。

https://new-greenpia.com

町
民
・
町
在
勤
者（
家
族
含
む
）は

リ
フ
ト
１
日
券
が
な
ん
と

５
０
０
円
！

大
人
も
子
ど
も
も
何
度
で
も
！

　

リ
フ
ト
券
購
入
の
際
、
町
民
の
か
た
は
リ
フ
ト
券
売

所
に
て
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生
証
等
の
住
所
が

わ
か
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
在
勤
者

の
か
た
は
在
勤
証
明
書
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
家
族
の
か
た
と
同
伴
す
る
場
合
は
在
勤
者
が

証
明
す
る
世
帯
一
覧
表
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も

同
額
と
し
ま
す
。

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報  
そ
の
１

そ
の
１

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報  

そ
の
２

そ
の
２

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報  

そ
の
３

そ
の
３

ス
キ
ー
や
ウ
ェ
ア
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
用
品
も

割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
！

例
／
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
１
日

　
　
　
　

３
，６
０
０
円 

→ 

３
，２
０
０
円

　
（
レ
ン
タ
ル
コ
ー
ナ
ー
に
て
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生

証
等
を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も

同
額
と
し
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
地
元
に
あ
る
ゲ
レ
ン

デ
な
の
で
、
天
気
が
い
い
日
を
選
ん
で
行

け
る
ね
。
ス
キ
ー
授
業
の
前
に
練
習
し
た

り
津
南
に
遊
び
に
来
た
友
達
と
一
緒
に
冬

の
レ
ジ
ャ
ー
に
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

は
い
か
が
？

　

リ
フ
ト
券
や
レ
ン
タ
ル
料
金
の
割
引
で

手
軽
に
行
け
る
ね
！

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で

は
毎
日
、
空
と
ぶ
津
南
ラ
ン
タ
ン
を

上
げ
て
る
よ
！

　

電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
泊
ま
ら
な

く
て
も
ラ
ン
タ
ン
打
ち
上
げ
体
験
が

で
き
る
よ
！

３
月
31
日
ま
で

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
よ
う
！

元
祖
・
ス
キ
ー
王
国
復
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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12
月
４
日
か
ら
10
日
は

人
権
週
間
で
す

生
分
解
性
マ
ル
チ
購
入
費

支
援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

く
ら
し

　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
を
ご
存
じ
で

す
か
。

　

部
落
差
別
問
題
は
、
あ
る
特
定
の
地
域
の

出
身
あ
る
い
は
特
定
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

こ
と
を
理
由
に
、
結
婚
を
反
対
さ
れ
た
り
、

就
職
や
日
常
生
活
の
う
え
で
様
々
な
差
別
を

受
け
る
と
い
う
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
今

も
な
お
各
地
で
差
別
発
言
、
差
別
待
遇
な
ど

の
事
案
が
あ
り
、
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
普
及
に
よ
っ
て
情
報
の
発
信
や
取
得

が
容
易
に
な
る
中
で
、
部
落
差
別
に
つ
な
が

る
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
拡
散
す
る

な
ど
新
た
な
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。　

　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
は
、
す
べ
て
の

国
民
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
基
本
的

人
権
を
保
障
す
る
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
部
落
差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、こ
の
法
律
の
目
的
を
考
え
、

お
互
い
を
認
め
、
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と
り

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、
差
別
の
な
い
社
会

　

環
境
に
配
慮
し
た
資
材
の
導
入
を
加
速
さ

せ
、農
作
業
の
省
力
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、

生
分
解
性
マ
ル
チ
の
購
入
費
の
一
部
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内
ほ
場
で
耕
作

を
し
て
い
る
農
業
者
等

■
支
援
内
容

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
に
購
入
し
た
、
生
分
解
性
マ
ル
チ

購
入
金
額
（
税
抜
）
と
、
同
規
格
の
ポ
リ
マ

ル
チ
販
売
金
額
（
税
抜
）
の
差
額
に
対
し
て

1
／
3
（
百
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
助
成
し

ま
す
。

■
申
請
書
類

　

申
請
す
る
か
た
は
、
農
林
振
興
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
J
A
津
南
町
、
㈱
大
阪
屋
商
店
、

㈲
大
地
、
㈱
麓
か
ら
生
分
解
性
マ
ル
チ
を
購

入
さ
れ
て
い
る
農
業
者
に
は
、
直
接
申
請
書

類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

　

毎
年
12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週

間
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
い
の
ち
は
等
し
く
尊
い
も
の
で

あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が
お
互
い
の

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
え
る
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
る
機
会
と
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
禁
止
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
国
や
市
町
村
な

ど
の
行
政
機
関
や
会
社
・
お
店
な
ど
の
民
間

事
業
者
に
、
障
害
を
理
由
と
す
る
「
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
」
を
し
な
い
こ
と
や
、「
合

理
的
な
配
慮
の
提
供
」
を
す
る
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

肥
料
価
格
高
騰
に
直
面
す
る

農
家
の
皆
さ
ま
を
支
援
し
ま
す

　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ
の

影
響
緩
和
の
た
め
、
化
学
肥
料
の
低
減
に
向

け
て
取
り
組
む
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
肥
料
費

を
支
援
し
ま
す
。

■
支
援
対
象
肥
料

　

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５
年
５
月
に
購

入
し
た
肥
料
（
本
年
秋
肥
及
び
来
年
春
肥
と
し
て

使
用
す
る
肥
料
）

■
支
援
内
容

　

化
学
肥
料
低
減
の
取
組
を
行
っ
た
上
で
前

年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
に
つ
い
て
、
そ

の
85
％
（
国
70
％
、
県
15
％
）
を
支
援
金
と
し

て
交
付

■
お
問
い
合
わ
せ

　

事
業
の
詳
細
や
申
請
書
の
提
出
等
に
つ
い

て
は
、
お
取
引
の
あ
る
町
内
肥
料
取
扱
業
者

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
他
の

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間
隔
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
年
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
同
時
接
種
を
可
能
と
し
て
お
り
、
摂
取
間

隔
を
空
け
ず
に
接
種
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
津
南
町
の
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
間
違
い
接
種
を
防
止
す
る
た
め
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
の
同
時
接
種
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
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相
　
談

募
　
集

津
南
病
院
栄
養
科

食
器
洗
浄
職
員
の
募
集

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
日
本
司
法
書

士
会
連
合
会
主
催
の「
全
国
一
斉
年
末
借
金
・

生
活
お
困
り
ご
と
36
時
間
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
電
話

相
談
会
」
を
実
施
し
、
返
済
の
悩
み
等
を
抱

え
て
い
る
か
た
が
た
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

12
月
３
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

12
月
４
日
㈰
午
後
10
時
ま
で
の
36
時
間

■
相
談
方
法　

・
電
話
相
談

　

℡
０
１
２
０
‐
７
８
３
２
‐
３
６

　
（
全
国
統
一
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

友
だ
ち
検
索
で「
＠
３
７
８
ｉ
ｆ
ｄ
ｙ
ｃ
」

を
検
索
し
、「
日
司
連
（
司
法
書
士
36
時
間
無

料
相
談
）」
を
友
だ
ち
追
加
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
相
談
料　

無
料

■
相
談
例

・
奨
学
金
の
返
済
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。

・
仕
事
を
探
し
て
い
る
が
み
つ
か
ら
ず
、
生

活
費
が
底
を
つ
い
た
。

・
勤
務
先
か
ら
解
雇
さ
れ
、
ロ
ー
ン
の
返
済

が
で
き
な
く
な
っ
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

℡
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

　

12
月
か
ら
津
南
病
院
配
膳
室
で
の
食
器
洗

浄
を
行
う
会
計
年
度
任
用
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

■
勤
務
場
所　

津
南
病
院

■
勤
務
内
容

　

栄
養
科
配
膳
室
に
お
け
る
食
器
洗
浄
業
務

■
勤
務
時
間

　
「
平
日
・
休
日
の
午
後
６
時
30
分
か
ら
８

時
」
及
び
「
休
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
10
時
30
分
」

※ 

勤
務
時
間
に
つ
い
て
相
談
可
能

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
病
院　

庶
務
管
理
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
６
１

司
法
書
士
に
よ
る

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
電
話
相
談
会

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
以
外
の
予
防
接
種
は
、

片
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
か
ら
２
週
間

後
に
接
種
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

津南町防災メールに
登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報等を
メールにて配信 !
■登録方法

QRコードを読み込むか
下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

QRコード

●防災メールの例
実際に送付したものです。
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令
和
５
年
度
津
南
町
職
員
募
集

　

令
和
５
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
第
３
回
職
員
採
用
試
験
（
再
募
集
）】

１　

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

⑴
保
育
士 

１
名
程
度

⑵
土
木
技
師
（
高
校
卒
業
程
度
） 

１
名
程
度

２　

受
験
資
格

⑴
保
育
士

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑵
土
木
技
師
（
高
校
卒
業
程
度
）

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
大

学
、
専
門
学
校
等
の
土
木
の
専
門
課
程
を

履
修
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

履
修
見
込
み
の
者

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を
有
す

る
者
ま
た
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

同
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑶
上
記
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３　

試
験
日
時
及
び
会
場

⑴
第
１
次
試
験

①
対
象
者　

　

保
育
士
、
土
木
技
師
の
受
験
申
込
者

②
期
日

　

令
和
５
年
１
月
22
日
㈰

③
試
験
場　

　

津
南
町
役
場
（
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船

渡
戊
５
８
５
番
地
）

④
試
験
の
方
法

ア　

地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知

識
及
び
知
能
に
つ
い
て
教
養
試
験
、
職

務
基
礎
力
試
験
と
し
て
択
一
式
に
よ
る

筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

イ　

専
門
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
択
一
式

筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

ウ　

保
育
士
の
受
験
者
に
つ
い
て
は
性
格
特

性
検
査
、
土
木
技
師
の
受
験
者
に
つ
い

て
は
事
務
適
正
検
査
を
行
い
ま
す
。

㊟
教
養
試
験
及
び
職
務
基
礎
力
試
験
、
専
門

試
験
の
科
目
別
の
出
題
分
野
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・
教
養
試
験

　

時
事
、
社
会
・
人
文
、
自
然
に
関
す
る
一

般
知
識
及
び
文
章
理
解
、
判
断
・
数
的
推
理
、

資
料
解
釈
に
関
す
る
能
力
を
問
う
問
題

・
専
門
試
験

（
保
育
士
）

　

社
会
福
祉
、
児
童
家
庭
福
祉
（
社
会
的
養

護
を
含
む
。）、
保
育
の
心
理
学
、
保
育
原
理
、

保
育
内
容
及
び
子
ど
も
の
保
健
（
精
神
保
健

を
含
む
。）

（
土
木
技
師
）

　

数
学
・
物
理
・
情
報
技
術
基
礎
、
土
木
基

礎
力
学
（
構
造
力
学
、
水
理
学
、
土
質
力
学
）、

土
地
構
造
設
計
、
測
量
、
社
会
基
礎
工
学
及

び
土
木
施
工

⑤
合
格
発
表

　

２
月
上
旬
に
決
定
し
、
受
験
者
全
員
に
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験

①
対
象
者　

　

保
育
士
、
土
木
技
師
の
第
１
次
試
験

　

合
格
者

②
期
日
等　

　

２
月
下
旬
に
津
南
町
役
場
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に
つ
い
て

は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

４　

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

　

令
和
４
年
11
月
21
日
㈪
か
ら

　

令
和
４
年
12
月
９
日
㈮
ま
で

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
12
月
９
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

㊟
２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、土
・

日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）
受

け
付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所

　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５　

受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２　

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２

　
（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押

印
し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼

り
、
他
に
２
枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
２
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個人事業者向け所得税等決算説明会
　税務署では、所得税及び消費税の一般的な決算の仕方並びに確定申告に当たっての留意事
項について、次のとおり説明会を開催します。

◆お申し込み先・お問い合わせ
　十日町税務署・個人課税部門　℡０２５- ７５６- ６００１（直通）

◆事業所得を有するかた

◆農業所得を有するかた

対象者 開催日 開催時間 会　場 定　員

青色
申告者

12 月２日㈮ 午後１時 30 分〜
午後３時 30 分

津南町役場
３階大会議室

各会場
20 名程度

【事前予約制】

12 月５日㈪ 午後１時 30 分〜
午後３時 30 分

十日町市松代総合センター
３階ホール

12 月６日㈫ 午後１時 30 分〜
午後３時 30 分 十日町税務署　会議室

12 月９日㈮ 午後１時 30 分〜
午後３時 30 分 十日町税務署　会議室

白色
申告者等

12 月６日㈫ 午前 10 時〜正午 十日町税務署　会議室

12 月９日㈮ 午前 10 時〜正午 十日町税務署　会議室

対象者 開催日 開催時間 会　場 定　員

青色
申告者 12 月７日㈬ 午後１時 30 分〜

午後３時 30 分
十日町農業協同組合本店
大会議室

各会場
30 名程度

【事前予約制】白色
申告者等

12 月２日㈮ 午前 10 時〜正午 津南町役場
３階大会議室

12 月７日㈬ 午前 10 時〜正午 十日町農業協同組合本店　
大会議室
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

　

令
和
３
年
度
の
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
決
算
に
お
け

る
歳
入
総
額
は
９
億
１
２
０
万

円
（
対
前
年
度
比
3.35
％
増
）、
歳
出

総
額
は
８
億
８
，
０
０
９
万
円

（
対
前
年
度
比
2.11
％
増
）
で
収
支
差

引
は
、
２
，
１
１
１
万
円
と
な

り
次
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
へ
繰
越
し
を
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
料
（
現
年

度
）
の
収
納
率
は

98.68
％
で
、
前

年
度
と
比
べ
て
0.12
％
増
加
し

ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
は
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
支
え

合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
制

度
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険

財
政
の
安
定
し
た
運
営
を
担

う
た
め
に
も
保
険
料
の
納
付

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業

 

特
別
会
計
決
算
概
要

令和３年度歳入・歳出の主な割合

令和３年度特定健診受診率

歳入
①国や県からの支出金
②納めていただいた保険料
③一般会計からの繰入金
④前年度からの繰越金
⑤健診自己負担金、第三者納付金など

⑤その他諸収入
　（0.3％）　235万円

④繰越金（1.1％）
　1,011万円

①国・県支出金
　（65.0％）
　5億8,587万円

②国民健康保険料
　（24.4％）
　2億1,973万円

③繰入金
　（9.2％）
　8,314万円

内訳
　普通交付金 5億7,162万円
　特別交付金 1,387万円
　国庫支出金 38万円

歳入合計
９億120万円

歳出
⑥医療費等の支払いに充てる費用
⑦県が県全体の医療費を見込み、これを基に算定した納付金
⑧人件費・事務費など
⑨人間ドックの助成金、特定健診に係る費用
⑩保険給付費等交付金返還金、過去に誤って収めた保険料の還付金など

⑩諸支出（0.5％）
　421万円

⑨保健事業費（1.4％）
　1,250万円

⑧総務費（2.6％）
　2,310万円

⑥保険給付費
　（65.2％）
　5億7,380万円

⑦国保事業費納付金
　（30.3％）
　2億6,648万円

歳出合計
８億

8，009万円

保険料収納額と保険給付費等（医療費）の推移

特定健康診査受診率及び特定保健指導実施率

［単位：％］

55.8 57.6 56.3 53.4 57.9
51.7

24.6

46.6 46.3 47.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

特定健康診査受診率 特定保健指導実施率

［単位：万円］

20,123 19,596 20,231 20,724 21,973 

53,920 54,759 55,841 

46,145 

50,392 

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

保険料収納額 保険給付費

43.4 46.2
54.9

61.861.9 54.5
58.9 65.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

男性 女性
［単位：％］

■被保険者数と世帯数（年度平均）
　被保険者数	 ２，２４３人
	 	 （前年度比	27人減）

　世　帯　数	 １，３６８世帯
	 	 （前年度比	３世帯増）

■１人当たり医療費（療養諸費費用）
	 224,663円	（前年度比21,382円増）

■１人当たり保険料（令和３年度調定額）
	 97,963円	（前年度比6,667円増）
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■お問い合わせ　津南町役場福祉保健課　保険班　℡765-3114

特定健診を受診しましょう特定健診を受診しましょう

柔道整復師柔道整復師（整骨院・接骨院）（整骨院・接骨院）の正しいかかり方の正しいかかり方

●特定健診とは●特定健診とは

●保険証が使えるもの●保険証が使えるもの

●負傷の原因は正確に伝えましょう●負傷の原因は正確に伝えましょう

●施術が長期にわたる場合は医師の診断を●施術が長期にわたる場合は医師の診断を
　受けましょう　受けましょう

●医療機関との重複·並行受診はできません●医療機関との重複·並行受診はできません

●保険証が使えないもの●保険証が使えないもの

●療養費支給申請書の内容を確認してから、●療養費支給申請書の内容を確認してから、
　委任欄に署名しましょう　委任欄に署名しましょう

●特定保健指導とは●特定保健指導とは

医療費の適正化に向けて

●特定健診を受けると●特定健診を受けると

●年に１度は特定健診を●年に１度は特定健診を

　40歳から74歳までの国民健康保険加入者の方を対象に、毎年町民健診を実施しています。自己負担1,500円
（非課税者：1,000円）で受診できます。

　整骨院や接骨院の柔道整復師による施術は、国民健康保険が使用できる範囲が限られています。国民健康
保険が使用できない場合、施術料は全額自己負担となります。柔道整復師への正しいかかり方を理解し、適
切に受診してください。

　メタボリックシンドロームやその他予備群
の方を早期に発見し、特定保健指導による改
善を行うための健診です。

・打撲、捻挫、挫傷（肉離れなど）
・医師の同意がある骨折、不全骨折、脱臼の施術

　どのような原因で負傷したかを柔道整復師に
正確に伝えてください。外傷性でない場合や、
負傷原因が労働災害の場合は、
保険証が使えません。

　症状が改善しない場合は、病気などの内科的要因も考
えられますので、医師の診断を受けましょう。

　同一部位の負傷について、医師と柔道整復師へ重複・並
行的にかかった場合は、原則として柔道整復師の施術に
は保険証は使えません。

・慢性的な肩こりや筋肉疲労
・スポーツによる筋肉疲労·筋肉痛
・病気が原因の痛みやこり
・症状の改善がみられない長期の施術
・外科、整形外科で治療中の負傷

　柔道整復療養費は、本来患者が費用の全額を支払った
後、自ら保険者へ請求をおこない支給を受ける「償還払
い」が原則ですが、柔道整復については、例外的な取扱い
として、患者が自己負担分を柔道整復師に支払い、柔道整
復師が患者に代わって残りの費用を保険者に請求する

「受領委任」という方法が認められています。
　このため、多くの整骨院·接骨院等の窓口では、病院・診
療所にかかったときと同じように自己負担分のみ支払う
ことにより、施術を受けることができます。
　柔道整復師が患者の方に代わって保険請求を行うため、
施術を受けるときには、必要書類に患者の方のサインを
いただくことが必要となります。

　特定健診の結果で、血圧・脂質・糖質のいずれか１つ
以上と腹囲が基準以上になった場合、保健師による保
健指導が行われます。特定保健指導では、対象者の日常
生活の状態を聞きながら運動や食生活を中心とした改
善をアドバイスします。

◆増え続ける医療費の適正化を図り、健全な国民健康保険財政を運
営していくためには、一人ひとりが健康に努め、健康の維持増進を
心がけていくことが必要です。
◆町では医療費の節減のため、低価格で、安全性や効き目は新薬と同
等と認められている後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用を推

進しています。医師や薬剤師と相談しながら、ジェネリック医薬品
で薬代の負担を軽くしましょう。

◆同じ病気でのお医者さんの掛け持ちや、受診日数が多いかたを対
象に、町の保健師が健康に関する助言のため、訪問・指導を実施し
ますので、ご協力をお願いします。

①健診結果に合わせた保健指導が受けられます
②保健指導で生活習慣改善ポイントがわかります
③毎年の受診で、継続した健康管理ができます
④病気を予防することで医療費を抑制できます

　メタボリックシンドロームをはじ
めとする生活習慣病は、気づかない
うちに進行します。年に１度の特定
健診で、健康状態のチェックをして
ください。



いきいき
大好き
津南町
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子育てをがんばるママ・パパ
思い当たることはありませんか？
□ イライラして、子どもにあたってしまうことがある
□ 感情的になって怒鳴ってしまうことがある
□ 子どもが愛おしく感じられないときがある
□ 子どもの悪いところばかりに目がいく
□ 忙しくて子育てがおろそかになっていると感じる
□ 身近に相談できる人がいなくて心細い

　

上
記
の
よ
う
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
ま

ま
育
児
を
し
て
い
る
と
、
気
が
つ
か
な
い
う

ち
に
子
ど
も
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
対
し
て
否
定
的
な
感
情
が
生
じ

た
と
き
は
、
ま
ず
自
分
が
そ
う
い
う
気
持
ち

に
気
づ
き
、
認
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
少

し
で
も
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
つ
な
が
り
そ
う

な
自
分
な
り
の
工
夫
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

大
切
な
子
ど
も
と
の

時
間
を
笑
顔
で
過
ご
す

た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と

に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い

か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

言
葉
の
意
味
が
正
し
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た

り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
感
情
的
な
言
い
方
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
小
さ
な
誤
解
や
無
意

　

子
ど
も
の
目
の
前
で
親
が
パ
ー
ト
ナ
ー

に
暴
言
や
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
を
「
面
前

D
V
」
と
い
い
、
夫
婦
げ
ん
か
が
高
じ
て
起

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
心
理
的

苦
痛
を
与
え
る
行
為
で
、

直
接
的
な
危
害
を
加
え

な
く
て
も
、
虐
待
行
為

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
親
の
言
葉
は
と
て
も
強

い
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
冗
談

の
つ
も
り
で
も
、「
そ
ん
な
こ
と
も
で
き
な

い
な
ん
て
ダ
メ
な
子
ね
」「
○
○
ち
ゃ
ん
は

で
き
る
の
に
…
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
子

ど
も
の
劣
等
感
を
あ
お
っ
た
り
、
自
尊
心
を

傷
つ
け
た
り
、
心
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い

ま
す
。

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

「
も
し
か
し
て
？
」

  

た
め
ら
わ
な
い
で
！

　
　

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

子どもも保護者も一人で抱えず
相談しましょう。
ご自身が出産や子育てに悩んだり、
子育てに悩む人がいたら、ご相談ください。
子育てのこと、頼れる場所があります。

児童虐待かも・・・と思ったら、
すぐに電話ください。
あなたの電話で、守れる命があります。

〈児童相談所〉 相談専用ダイヤル
連絡先

0120-1
いちはやく

89-7
おなやみを

83

通話料
無料

通話料
無料

◆
た
た
か
れ
て
い
い
子
ど
も
な
ん
て
、

　

い
な
い
ん
だ
よ
。

◆
普
段
か
ら
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

◆
「
面
前
D
V
」
と
は

◆
こ
ん
な
言
葉
を

　

か
け
て
は
い
け
ま
せ
ん

識
の
言
葉
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
普
段
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

〈児童相談所〉 虐待対応ダイヤル

1
いちはやく

89

今月は
小林明日香
保健師
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南雲一人

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
、観

光
協
会
所
属
情
報
発
信
担
当
の
南
雲
一

人
で
す
。「
つ
な
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」と
い
う

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
自
分
た

ち
の
津
南
で
の
生
活
の
様
子
を
中
心
に
映

像
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

朝
晩
を
中
心
に
冷
え
こ
む
日
が
増
え
て

き
ま
し
た
。少
し
ず
つ
雪
の
気
配
の
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
。

　

自
宅
の
雪
囲
い
の
準
備
を
始
め
る
に
あ

た
り
、昨
年
こ
こ
の
部
分
は
こ
こ
ま
で
埋

ま
っ
た
か
ら
今
年
は
こ
う
し
よ
う
と
考
え

る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

津
南
に
来
て
か
ら
3
回
目
の
冬
。ち
ょ
っ

と
ず
つ
雪
が
積
も
っ
た
状
態
を
想
像
し
な

が
ら
対
策
を
練
れ
る
様
に
な
っ
て
き
た
こ

と
が
自
分
の
中
で
の
一
歩
で
す
。

　

夏
場
は
田
ん
ぼ
や
畑
で
お
米
や
作
物

を
育
て
て
冬
場
は
雪
を
掘
る
年
間
の
サ

イ
ク
ル
。

　

近
所
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
る
と
、「
ま

た
雪
が
降
っ
て
大
変
だ
」と
い
う
思
う
声

と
、田
ん
ぼ
で
あ
れ
だ
け
苦
労
し
て
も
雪
が

降
っ
て
消
え
る
頃
に
は
、さ
ぁ
ま
た
田
ん
ぼ

や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
声

が
あ
っ
て
、夏
と
冬
の
全
く
違
う
季
節
の
過

ご
し
方
が
う
ま
く
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
自
分
で
も
田
ん
ぼ
を
借
り
て
お

米
を
育
て
て
み
ま
し
た
。

　

時
折
、珍
し
が
っ
て
手
伝
っ
て
く
れ
る
子

ど
も
達
。稲
刈
り
で
は
田
ん
ぼ
の
真
ん
中

で
上
半
身
裸
で
相
撲
を
取
り
始
め
て
、今

が
本
当
に
大
切
な
時
間
な
ん
だ
と
改
め
て

実
感
。

　

も
ち
ろ
ん
楽
し
い
面
だ
け
で
は
な
く
大

変
な
面
と
両
方
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
が
、楽
し
い
面
が
楽
し
す
ぎ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
新
米
を
食
べ
て
み
た
時

に
感
じ
た
自
分
自
身
の
達
成
感
は
大
き
く
、

子
ど
も
達
の「
う
ま
か
っ
た
ー
」の
声
が
印

象
的
で
、田
ん
ぼ
を
や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　

つ
な
す
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
映
像
は

Y
o
u
T
u
b
e
の
ほ
か
、津
南
町
役
場

の
ロ
ビ
ー
、観
光
協
会
で
も
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ

で
流
れ
て
い
ま
す
。ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を

使
わ
ず
に

ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、

足
を
運
ん

だ
際
に
は
是

非
そ
の
場
で

ご
覧
に
な
っ

て
み
て
く
だ

さ
い
。

農
業
の

知
識

豆

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
町
内
農
業
者
の
皆
さ
ま

が
農
業
資
材
な
ど
の
価
格
高
騰
の
影
響
を
大

き
く
受
け
て
い
る
中
、
負
担
を
軽
減
し
継
続

的
な
営
農
を
可
能
と
す
る
た
め
、
農
業
経
営

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

■
助
成
単
価

　

水　

稲	

1
，
3
0
0
円
/

10
a

　

園
芸
な
ど
畑
作	

2
，
8
0
0
円
/

10
a

■
支
援
対
象

　

販
売
農
家
（
自
家
用
の
み
を
生
産
し
て
い
る
か

た
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

　

今
後
、
具
体
的
な
申
請
方
法
な
ど
が
固
ま

り
次
第
、
各
種
広
報
な
ど
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ
の

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
化
学
肥
料
の
低
減

に
向
け
て
取
り
組
む
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
肥

料
費
を
支
援
し
ま
す
。

■
支
援
対
象
肥
料

１
、
営
農
継
続
事
業
補
助
【
町
事
業
】

２
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

　
　
【
国
・
県
事
業
】

肥
料
な
ど
価
格
高
騰
に

対
す
る
営
農
継
続
に

向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て

■１～３全体のお問い合わせ　農林振興課　農林班　℡７６５ ‐ ３１１５

　

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５
年
５
月
に
購

入
し
た
肥
料
（
本
年
秋
肥
及
び
来
年
春
肥
と
し
て

使
用
す
る
肥
料
）

■
支
援
内
容

　

化
学
肥
料
低
減
の
取
組
を
行
っ
た
上
で
前

年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
に
つ
い
て
、
そ

の
85
％
（
国
70
％
、
県
15
％
）
を
支
援
金
と
し

て
交
付

　

こ
の
事
業
は
、５
戸
以
上
の
農
業
者
グ
ル
ー

プ
で
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

申
請
先
は
町
内
肥
料
取
扱
業
者
に
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
購
入
先
の
町
内
肥
料

取
扱
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
産
特
別
栽
培
農
産
物
の
作
付
面

積
を
、
令
和
４
年
産
よ
り
拡
大
す
る
た
め
に

要
す
る
有
機
質
肥
料
等
の
購
入
費
用
を
緊
急

的
に
支
援
し
ま
す
。

■
助
成
単
価

　

定
額
（
6
，
0
0
0
円
以
内
/

10
a
）

　

令
和
５
年
産
の
特
別
栽
培
農
産
物
の
作
付

拡
大
面
積
に
応
じ
て
助
成

■
支
援
対
象

　

有
機
質
肥
料
等
の
購
入
費

　

令
和
５
年
産
の
特
別
栽
培
農
産
物
の
作
付

面
積
を
拡
大
す
る
予
定
が
あ
り
、
こ
の
支
援

事
業
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る
農
業
者
の

か
た
は
、
11
月
中
に
農
林
振
興
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

３
、
環
境
保
全
型
農
業
拡
大
緊
急

　
　

支
援
事
業
【
県
事
業
】
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『宿命』 …………………………………………………………………… 文藝春秋
●『60分でわかる！インボイス＆消費税超入門』 

 ………………………………………………………………………………… 技術評論社
●『女

にょ

人
にん

京
きょう

都
と

』 ……………………………………………………………… 小学館
●『村八分』 ……………………………………………………河出書房新社
●『奇跡を蒔くひと』 ………………………………五

い

十
が

嵐
らし

　貴
たか

久
ひさ

●『夏
か

日
じつ

狂
きょう

想
そう

』 ………………………………………………………… 窪
くぼ

　美
み

澄
すみ

●『仕掛島』 ………………………………………………………… 東
ひがし

川
かわ

　篤
とく

哉
や

●『烏
からす

の緑
みどり

羽
ば

』 …………………………………………………… 阿
あ

部
べ

　智
ち

里
さと

【子どもの本】 
●『いろんな人に聞いてみた
　　　「なんで勉強しなきゃいけないの？」』
 ……………………………………………………………………………………… 金の星社
●『マスク越しのおはよう』 …………………………… 講談社
●『ルルとララのティラミス』 ………………… 岩崎書店
●『アニメコミックおしりたんてい13』
 ……………………………………………………………………………………… ポプラ社
●『ぼくとお山と羊のセーター』 ……… 飯

いい

野
の

　和
かず

好
よし

●『ピカチュウとよるのたんけん』
 …………………………………………………………………… まつお　りかこ
●『おばあちゃんスプーン』
 ……………………………………………………………… ふくだ　じゅんこ
●『へいおまち！』 …………………………………………… 彦

ひこ

坂
さか

　有
ゆ

紀
き

　

そ
ろ
そ
ろ
こ
た
つ
が
恋
し
い
季
節
と

な
り
、公
民
館
で
も
暖
房
が
活
躍
し
は

じ
め
ま
し
た
。皆
様
の
手
元
に
渡
る
頃

に
は
い
よ
い
よ
津
南
で
初
雪
が
降
り
、

冬
本
番
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

寒
さ
に
負
け
ず
、皆
様
も
お
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。公
民
館
図
書
室

は
い
つ
で
も
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
ひ
ま
わ
り
号
は

　
　

冬
の
雪
に
も
負
け
ま
せ
ん
！
・
・
・

　

今
月
か
ら「
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り

号
」は
冬
タ
イ
ヤ
で
す
。た
と
え
雪
が
た

く
さ
ん
積
も
っ
て
も
、し
っ
か
り
と
本

を
届
け
に
行
き
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
担
当
風
巻
も
真
っ
白
に
包
ま
れ

た
雪
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、皆
様
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。ひ
ま
わ
り
号
冬
の
部
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
号
は
、毎
月
町
内
の
福
祉

施
設
や
保
育
園
、小
学
校
等
の
2
6
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
り
ま
す
の
で
皆
様
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・・
公
民
館
図
書
室
か
ら
の
お
願
い
・・・

　

本
が
乱
雑
に
戻
さ
れ
て
い
た
り
、元

あ
っ
た
場
所
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
置
か

れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
々
見
受
け

ら
れ
ま
す
。特
に
、最
近
は
絵
本
コ
ー

ナ
ー
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。元
の
場
所

か
ら
別
の
場
所
に
戻
さ
れ
ま
す
と
他
の

利
用
者
も
職
員
も
探
し
づ
ら
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。も
し
手
に
取
っ
た
本
が

ど
こ
に
置
い
て
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な

く
な
っ
た
場
合
は
、職
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

　

図
書
室
は
、他
の
ご
利
用
者
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
の
で
お
互
い
が
気
持

ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
願
い

ま
す
。

・・
年
末
年
始
の
返
却
期
限
に
つ
い
て
・・

　

12
月
28
日
㈬
～
１
月
３
日
㈫
は
、公

民
館
と
図
書
室
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
の
貸
出
期
間
を
休
館
日
の
２
週

間
前
に
貸
出
す
る
図
書
に
つ
い
て
は
、

返
却
期
限
日
を
休
み
明
け
の
１
月
４
日

㈬
に
延
長
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

・
・
・
お
知
ら
せ
・
・
・

　

津
南
町
公
民
館
の
一
階
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
会

場
と
な
っ
て
い
る
日
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、図
書
室
は
通
常
通
り
開
室
し
て
お

り
ま
す
の
で
、気
兼
ね
な
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

駐
車
場
は
、時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混

雑
す
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。何

か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。皆

様
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
休
館
日

　

11
月
28
日
㈪
、12
月
26
日
㈪

　

12
月
28
日
㈬
～
１
月
３
日
㈫

感動が人を変える
心が震えるエピソード50選

　「人を大切にする経営学会会長」である坂本
光司氏が 8000 社を視察したのち、50 社の心
温まる感動エピソードを収録しました。光司氏は
「感動が人を変え、その力が人を大切にする経
営の起動力となる。」と考えています。現代なら
ではの経営者はもとより、一社員として、人とし
ての生き方のヒントがもらえる一冊です。

坂
さか

本
もと

　光
こう

司
じ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

11月 −霜
し も

月
つ き

−

11月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

八は
ち

月が
つ

に
色い
ろ

鮮あ
ざ

や
か
に
花は
な

咲さ

か
せ
し

そ
の
畑は
た
け

か
ら
ス
イ
カ
も
ら
い
ぬ
（
同
級
生
の
母
よ
り
）

 

風
巻
淳
子

靴く
つ

下し
た

を
履は

く
心こ
こ

地ち

良よ

さ
感か
ん

じ
た
日ひ

湯ゆ

舟ぶ
ね

温あ
た
た

か
き
秋し
ゅ
う

分ぶ
ん

の
夜よ
る 

江
村
美
智
代

迷ま
よ

い
猫ね
こ

青あ
お

い
首く
び

輪わ

に
『
セ
キ
』
の
名な

が

ひ
と
月つ
き

過す

ぎ
て
も
飼か
い

主ぬ
し

わ
か
ら
ず 

小
島
香
代
子

白は
く

線せ
ん

に
片か
た

足あ
し

か
け
て
前ま
え

を
向む

き

合あ
い

図ず

を
待ま

ち
て
吾あ

子こ

は
駆か

け
出だ

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吾
子
風
菜
初
め
て
の
運
動
会
） 

江
村
大
輔

亡な

き
母は
は

の
煮に

っ
こ
ろ
が
し
を
懐な
つ

か
し
み

里さ
と

芋い
も

の
皮か
わ

い
そ
い
そ
剥む

き
ぬ 

津
端
恵
子

わ
が
櫂か
い

は
細ほ
そ

く
容た

易や
す

く
折お

れ
そ
う
で

振ふ

り
向む

け
ば
友と
も

は
漕こ

ぎ
続つ
づ

け
い
る 

貝
澤
圭
子

柔や
わ

ら
か
き
豆ま
め

炭た
ん

炬こ

燵た
つ

の
温ぬ
く

も
り
は

こ
の
地ち

に
住す

み
て
知し

る
心こ
こ

地ち

よ
さ 

関
谷
郁
子

玄げ
ん

関か
ん

の
ガ
ラ
ス
に
残の
こ

り
し
拭ふ

き
跡あ
と

を

射さ

し
込こ

む
陽ひ

射ざ

し
は
浮う

き
立た

た
し
を
り

 

恩
田
久
美
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

秋あ
き

日び

射さ

す
鏡か
が
み

に
百ひ
ゃ
く

面め
ん

相そ
う

し
て
手し
ゅ

術じ
ゅ
つ 

千
年
雄

テ
レ
ビ
観み

て
座ざ

布ぶ

団と
ん

を
着き

る
夜よ

寒ざ
む

か
な 

渡　

舟

新し
ん

涼り
ょ
う

や
本ほ
ん

の
栞し
お
り

の
は
ら
り
落お

つ 

芳　

司

耳み
み

遠と
ほ

き
四よ

人に
ん

相あ
い

部べ

屋や

秋あ
き

深ふ
か

し 

房　

良

上じ
ょ
う

棟と
う

の
菓か

子し

撒ま

く
習な
ら

慣ひ

天て
ん

高た
か

し 

緑　

塗ぬ

り
箸ば
し

に
里さ
と

芋い
も

に
げ
て
国こ
く

葬そ
う

論ろ
ん 

守　

人

秋あ
き

澄す

む
や
倉く
ら

の
小こ

窓ま
ど

の
壁か
べ

厚あ
つ

し 

壽　

子

師し

の
文も

字じ

の
「
雪ゆ
き

影か
げ

」
い
く
た
び
も
な
ぞ
り
ぬ

託た
く

さ
れ
し
思お
も

い
叶か
な

え
ん
が
た
め 

丸
山
直
子

ラ
ジ
オ
よ
り
幽か
そ
け

く
流な
が

る
る
夜ノ
ク
タ
ー
ン

想
曲

と
き
に
小お

川が
わ

の
水み

音お
と

に
紛ま
ぎ

る 

小
野
寺
恒
代

終し
ゅ
う

刊か
ん

と
な
れ
る
『
砂さ

丘き
ゅ
う

』
誌し

を
繰く

り
返か
え

し

読よ

め
ば
懐な
つ

か
し
秋あ
き

の
夜よ

長な
が

に 

麻
績
初
恵

花は
な

桃も
も

の
紅べ
に

色い
ろ

の
蕾つ
ぼ
み

春は
る

に
咲さ

き

緑み
ど
り

の
実み

四よ
っ

つ
枝え
だ

中な
か

に
成な

り
ぬ 

高
橋
春
枝

雨あ
め

暗く
ら

き
吾わ

が
軒の
き

に
咲さ

く
金き
ん

木も
く

犀せ
い

傘か
さ

の
内う
ち

に
も
香か
お

り
満み

ち
く
る 

鈴
木
綾
子

前
月
号
訂
正

ど
こ
ま
で
も
澄す

み
渡わ
た

り
た
る
今き
ょ

日う

の
空そ
ら

季き

節せ
つ

早は
や

く
も
秋あ
き

の
色い
ろ

な
り 

高
橋
春
枝

長
生
学
園

子こ

の
師し

な
る
九
十
八
翁お
う

の
出し
ゅ
っ

棺か
ん

を

見み

送お
く

る
人ひ
と

び
と
小こ

春は
る

日び

和よ
り

に 

中
村
武
子

木こ

漏も

れ
日び

の
中な
か

に
芋ず
い

茎き

の
皮か
わ

を
む
く

妻つ
ま

の
姿す
が
た

に
亡は

母は

を
思お
も

へ
る 
島
田
眞
之
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興味があるかたは
こちらのＱＲコードから、

ホームページをご覧ください。

新潟県では、独身男性、独身女性の出会いをサポートをす
るために、婚活マッチングシステム「ハートマッチにいがた」
を導入しました。
結婚を希望する 20 歳以上の独身で、新潟県に在住のかた、
県内にお勤めのかた、または新潟県へ移住を希望するかた
ならどなたでも登録することができます。

＜実施された行事＞
〔10月〕
	 26日	 町村監査委員全国研修会
	 	（監査委員）
	 31日	 第７回臨時会
	 31日	 令和５年度建策要望事項検討会
	 	 （総文・産建常任委員会）
〔11月〕
	 1日	 県町村自治に関する研修会
	 	（新潟市・全議員）
	 1日	 町村長と町村議会議長懇談会
	 	 （議長）
	 2日	 議会運営委員会

	 4日	 全員協議会
	 4日	 議員勉強会
	 	9日	 町村議会議長全国大会・実行
	 	 運動（議長）
	 11日	 令和５年度建策要望申入れ会
＜今後予定されている行事＞
〔11月〕
	 22日	 一般質問〆切日（午後３時）
	 30日	 令和５年度建策要望回答会
〔12月〕
	 1日	 議会運営委員会
	 1日	 全員協議会
	 7日	 第４回定例会開会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

 3700日 志賀　春信（船山）
 1900日 涌井　和子（割野）
 1700日 藤ノ木良子（小下里）
 1600日 山田三重子（所平）
 1400日 石沢由美子(十二ノ木）
 200日 小林恵津子（足滝）
 100日 磯部　幸枝（割野）

主な運動：ウォーキング、ラジオ体操、テレビ体操、
　　　　 健骨体操他

　

こ
の
機
会
に
「
公
的
年
金
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

六
日
町
年
金
事
務
所
で
は
、
取
組

内
容
と
し
て
年
金
セ
ミ
ナ
ー
や
制
度

説
明
会
、
出
張
年
金
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
11
月
５
日
号
の
広
報
つ
な
ん
お
知

ら
せ
版
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
た
、
ね
ん
き

ん
月
間
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や

そ
の
他
の
所
得
が
、
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
か
た

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た
】

（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
か
た
】

（
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
）

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

以
下
で
あ
る

■
請
求
手
続
き

　

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
に

は
、
簡
易
な
請
求
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
日

本
年
金
機
構
よ
り
９
月
１
日
㈭
か
ら

順
次
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
封
の

ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

書
）
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
構
成
等
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
な
ど

は
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
税
務
町
民
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
10
月
分
か
ら
の
給
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

1111
月
は
、ね
ん
き
ん
月
間

月
は
、ね
ん
き
ん
月
間

『
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
』制
度

『
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
』制
度
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

一般料金 大人（中学生以上） 小人（3 歳〜小学生）

温　泉 500 円（月曜 300 円） 300 円（月曜 200 円）

プール + 温泉 1,000 円 500 円

会　員　区　分 会　費

個人チケット 1 年（チケット 50 枚付） 15,000 円

家族チケット 1 年（チケット 100 枚付） 30,000 円

プール / バーデ 1 年（温泉 + プール入り放題） 40,000 円

プール / バーデ 4 ヶ月（温泉 + プール入り放題） 15,000 円

トレーニング 4 ヶ月（ジム使い放題） 10,000 円

　
　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
冬

の
イ
ベ
ン
ト
！「
ク
リ
ス
マ
ス
」
T
a
p
で

は
、今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

親
子
が
一
緒
に
楽
し
め
る
内
容
を
準
備
し

て
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。パ
ー
テ
ィ
ー
の
詳

細
は
小
学
校
・
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
お
配
り
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

12
月
17
日
㈯　

午
後
６
時
～
７
時
半
頃

■
場　

所　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

町
内
の
小
学
生
・
保
育
園
児
・

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

■
定　

員　

80
名　
※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り

■
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

総
合
セ
ン
タ
ー
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

　

℡
7
6
5
‐
5
7
7
6

「
と
っ
て
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
T
a
p

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」の
ご
案
内

「
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
・
温
泉
の
ご
案
内
」

　

今
年
も
ま
た
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
温
泉
で
身
体
を
温
め
た

り
、運
動
不
足
解
消
に
温
か
い
温
泉
の
プ
ー

ル
で
歩
い
た
り
泳
い
だ
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
温
泉
の
他
に
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
や

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

一
般
料
金
の
他
に
大
変
お
得
な
会
員
料
金

も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
皆
様
の
健
康
増
進
に
ク

ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
営
業
時
間　

午
後
２
時
～
８
時
半

●
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
7
6
5
‐
3
7
1
1
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
大
地
・
動
植
物
・

人
の
暮
ら
し
な
ど
様
々
な
魅
力
が
再
発
見
で

き
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。

現
在
、
第
８
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
サ
イ
ト
の
迫
力
あ
る
景
観
や
そ
れ
を

楽
し
む
人
の
姿
、
ジ
オ
サ
イ
ト
と
共
に
暮
ら

す
人
の
営
み
や
伝
統
文
化
・
行
事
・
祭
り
、

ジ
オ
サ
イ
ト
に
生
き
る
動
植
物
の
た
く
ま
し

い
生
命
力
な
ど
を
と
ら
え
た
と
っ
て
お
き
の

一
枚
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
賞
お
よ
び
副
賞
〉

　

◆
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
現
金
３
万
円

　

◆
春
部
門
優
秀
賞

　

◆
夏
部
門
優
秀
賞

　

◆
秋
部
門
優
秀
賞

　

◆
冬
部
門
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　

…
…
１
万
円
分
相
当
の
商
品

　

◆
暮
ら
し
・
生
活
部
門
ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　

◆
祭
り
・
伝
統
部
門
ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　

◆
動
植
物
部
門
ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　

◆
学
生
部
門
（
高
校
生
以
下
）
ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　
　
　
　
　
　

…
ス
ポ
ン
サ
ー
の
提
供
商
品

〈
応
募
締
切
〉
12
月
27
日 

午
後
５
時

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
役
場
・
観
光
協
会
・
な
じ
ょ
も
ん
等

に
置
い
て
あ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
行
わ
れ
た
第
７
回
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
28
点
の
展
示
会
を
農

と
縄
文
の
体
験
実
習
館
な
じ
ょ
も
ん
に
て
開

催
し
ま
す
。

期
間
：
12
月
３
日
㈯
～
12
月
25
日
㈰
ま
で

＊
月
曜
休
館
・
入
館
無
料　

観
覧
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

昨年のなじょもんでの展示会の様子
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o
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7
　

■
令

和
４

年
1
1
月

2
2
日

発
行

　
■

発
行

／
津

南
町

役
場

 〒
9
4
9
-8

2
9
2
　

　
　

  新
潟

県
中

魚
沼

郡
津

南
町

大
字

下
船

渡
戊

5
8
5
　

T
E
L
.0

2
5（

7
6
5
）3

1
1
1
㈹

F
A

X
.0

2
5（

7
6
5
）4

6
2
5
　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  h

ttp
s
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
/
　

■
電

子
メ

ー
ル

  in
fo

@
to

w
n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
　

■
編

集
／

総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

第7回フォトコンテスト入賞作品展示会

昨年のMyコレクション展

注連縄づくり

木の実のオーナメント

手漉き和紙の年賀状

●第7回フォトコンテスト入賞作品展示会
　会　期：12月3日㈯～12月25日㈰
　たくさんのご応募をいただ

きました「第7回苗場山麓ジオ

パークフォトコンテスト」の

入賞作品28点を展示します。

美しい苗場山麓の姿をぜひご

覧ください。

●「第13回Myコレクション展」作品募集中
　令和5年1月14日㈯〜2月26日㈰の会期で、Myコレク

ション展を開催します。あなたの秘蔵のコレク

ションを、なじょもんに展示してみませんか？

　詳しくは、なじょもんのホームページ、または

お電話でお問い合わせください。

●「注連縄（しめなわ）づくり」体験
　日　時：12月3日㈯　午後1時～4時
　体験料：1000円　
　対　象：小学3年生～大人
　自分で作った注連縄で新年を迎えましょう。

●「手漉き和紙の年賀状」体験
　日　時：12月11日㈰・17日㈯　午前10時～12時
　体験料：1000円
　対　象：小学1年生～大人
　なじょもんで育てた和紙の原料のコウゾを使っ

て年賀状を作ります。

●「木の実のオーナメント」体験
　日　時：12月24日㈯　午前10時～11時
　体験料：500円
　対　象：小学1年生～大人
　いろいろな木の実を使ってクリスマスの飾りを作

りましょう。

12 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈯ 13:00～16:00 注連縄づくり 1,000 中学年以上

4日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

10日㈯ 10:00～11:30 小枝のクリスマスツリー 700 低学年以上

11日㈰ 10:00～12:00 手漉き和紙の年賀状 1,000 低学年以上

17日㈯ 10:00～12:00 手漉き和紙の年賀状 1,000 低学年以上

18日㈰ 10:00～11:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

24日㈯ 10:00～11:00 木の実のオーナメント 500 低学年以上

25日㈰ 10:00～11:00 千成ひょうたんのランプシェード
※シェードのみ

500 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

表
紙
の
写
真
　
11
月
11
日
に
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部
保
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園
で
行
わ
れ
た

人
権
教
室
の
様
子
で
す
。人
権
擁
護
委
員
の
か
た
か
ら
、

人
形
を
使
っ
た
お
芝
居
や
紙
芝
居
、人
権
ま
も
る
君
の
ア

ニ
メ
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い
、楽
し
く
勉
強
し
ま
し
た
。

■人口8,918（−13）　男4,337（−８）　女4,581（−５）

■世帯数3,468（±０）　■転入／ 16　■転出／ 19　■出生／４　■死亡／ 14　■婚姻／４11月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

庭野　珠
じゅ

璃
り

（卯之木）
 祐太郎さん
 麻理さん

志賀　維
い

月
つき

（大割野） 文也さん
 莉那さん

山田　キクさん	 （93歳・朴ノ木坂）

内山　　實さん	 （93歳・谷内）

山田　佐内さん	 （97歳・大割野）

江口　キヨさん	 （94歳・十二ノ木）

関谷　榮子さん	 （99歳・赤沢）

大平　正文さん	 （97歳・割野）

小林　キノさん	 （91歳・船山）

村山　　正さん	 （87歳・十二ノ木）

藤ノ木寅一さん	 （96歳・太田新田）

島田　常雄さん	 （98歳・宮野原）

　

10
月
、11
月
は
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
、た
く
さ
ん
の

写
真
を
撮
り
に
行
き
ま
し
た
。ペ
ー
ジ
の
都
合

で
広
報
紙
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト

が
い
く
つ
か
あ
り
残
念
で
す
。も
う
そ
ろ
っ
と

雪
が
降
っ
て
き
ま
す
が
、雪
の
準
備
は
万
全
で

し
ょ
う
か
？
我
が
家
は
ま
だ
ス
ト
ー
ブ
を
出

し
た
だ
け
で
す
。雪
が
降
る
ま
で
に
な
ん
と
か

し
な
く
て
は
・
・
・
。	

反
り
目
直
史

髙野　　健さん（正面）
山田　佳奈さん（十日町市三和町）｝
大平　和幸さん（割野）
中村　千尋さん（糸魚川市大字能生）｝

N
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戸 籍 の 窓


